
部活動の地域展開・地域連携
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2022年にスポーツ庁・文化庁から学校部活動の在り方等に
関するガイドラインが発表され、伊賀市でも子どもたちが
将来にわたり持続可能な地域スポーツ・文化活動に親しめ
るよう取り組くんでいます。「地域クラブ活動」を充実さ
せ、部活動の地域展開を進めます。

「地域クラブ活動」とは

学校部活動

▷学校が行う。（学校の教育活動）

▷学校で行う。

▷教職員、部活指導員等が指導する。

地域クラブ活動

▷学校等色々な場所で行う。

▷地域の指導者が指導（教職員が地域の

指導者として指導する場合もある。

資料２
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なぜ、これまでどおりの部活動ではいけないのか

少子化が進むなか・・・

▷入りたい部活動がない。

▷大会に参加したいが、人数が足りない。

▷専門の先生がいない。

▷やりたい子がやりたい活動に取り組める。

▷専門的な指導が受けられる。

▷将来もスポーツ・文化活動を続けて親し

むことができる。

地域展開により

令和16年までに
市内の中学生が
約500人減少

地域連携も進めます！

地域連携は、地域展開を進める過程にある取組で、
部活動において生徒の活動機会を確保するもの。
（例１）部員の少ない学校が複数校で活動する。

（合同部活動）
（例２）通う学校に希望する部活動のない生徒が

他校の部活動に参加する（拠点校部活動）
など
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伊賀市が進める「吹奏楽部の地域展開」

吹奏楽部の部員数
崇廣中 緑ケ丘中 城東中 霊峰中 阿山中 大山田中 青山中
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7/10校、１年生：49人、２年生63人、合計112人

※上野南中学校、柘植中学校、島ケ原中学校なし

▷合同部活動の取り組み
▷外部指導者による指導（大会前など限定）

現状 これから

▷導入している自治体への視察
▷ロードマップの作成・公表
▷吹奏楽部以外の部活の展開
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